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平成 24年度 営業力向上研修（マーケティング） 

 
【目 的】 

   情報を読み取り、住民満足につながる一歩先を行く政策を実現するため、ケースを使い、環境変化

に対応し成長するため、グループ演習により多面的な考えを示し、より実効性あるマーケティング戦

略を練るトレーニングを行う。 

【流れと内容】 

第1回  第2回（午前）  第2回（午後） 

 
（基礎） 

身近な事例により環境分

析の仕方やマーケティン

グの考え方に親しむ 

（応用） 

実際の企業の成功事例に

より成功要因を考察し、更

なる成長戦略を構築 

（総括） 

基礎・応用の知識を基に

福井県を売り込むため

の経営資源を使った成

長戦略を構築 

                           

日 程 テ ー マ ・ 内 容 

９月４日（火） 

13：30～16：30 

第１回  

「マーケティングの考え方・基本を学ぶ」（基礎） 

使用ケース：「オレボステーション北鯖江」 

・北陸自動車道PA内で、初の２４時間営業のコンビニエンスストア。 

・訪問客はサラリーマン、家族連れ、団体客、作業員等様々。 

・どんな客層をターゲットとして、それに対し、どんな方策を講じるべきか考え

る。 

９月１８日（火） 

09：00～12：00 

13：00～16：00 

第２回 

（午前）「民間企業のマーケティング戦略の実際」（応用） 

使用ケース：「エムケイ㈱」 
・過当競争業界で、自社のサービスをどうデザインし、他社と差別化したかを考
察する。また、さらに飛躍するための市場への仕掛けを考える。 

（午後）「福井県のマーケティング戦略を考える」（総括） 

使用ケース：「南青山２９１」 
・既存の施設を核にして、東京（関東）で、福井県を売り込むための戦略を構築
する。 

【会 場】  県庁２階中会議室（第１回）、６階大会議室（第２回） 

【対 象】  県・市町の職員 【２０名】 

【講 師】  株式会社大津屋 代表取締役社長 小川 明彦 氏 

                  創業天正元年（1573）の造り酒屋の29代目。 昭和53年慶應義塾大学商学部卒。 

昭和56年に福井県初のＣＶＳ「オレンジＢＯＸおおつや」開店。 

平成13年慶應義塾大学ケースメソッド教授法を修める。「オレボ・ビズスクール」 

を毎年開講。講師としても活躍中。スクールでは、「トップマネジメント」「ビジ 

ネスリーダー」「マーケティング」「クリティカルシンキング」等の各セミナーを実施。 

今回の研修でも取り入れる「ケースメソッド」教育 は、受講者が当事者の立場で意思決定を行い、他者の 

意見を聴きながら幅広い視点を身につけ、経営に必要な総合力、洞察力、戦略力を鍛えるもので、県内の企業 

や教育機関を中心に多数の受講実績がある。 

参考資料：福井県の事例 
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参考資料：福井県の事例 
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1プ山内ヨン研修

1 ねらい

プレゼンテーションの基礎的な理論を理解し、発表、説明、説得等の技法を習得します。また、講

義と演習を繰り返し行うことで、プレゼンテーションスキルの定着と実践力の向上を図ります。

2 苅象者

全職員（各回約30名〉

3 日程

〈第1回目〉 平成24年10月 9日〈火〉、 10日（水〉

〈第2回目〉 1 1月15日（木〉、 16日（金〉

（第3回目〉 平成25年 1月15日（火〉、 16日（水〉

4 内容

O講義

・プレゼンテーションを成功させるコツ、わかりやすい話の組み立て方、「訊く」スキル等

O演習

－各自がビデオの前で自己紹介を行い、プレゼンテーションを行う自らの姿を客観視することで

課題点を確認する。また、講師が実践的なアドパイスを行う。

－グループワーク（ビ‘テオ撮影で明確になった課題や講義内容を踏まえ、ロールプレイング形式

によりチーム内でプレゼンテーションを繰り返し行う。〉

－プレゼンテーション演習（研修内容を踏まえ、グループ内プレゼンテーションと全体プレゼン

テーションを行う。〉

5 講師

株式会社インソース講師塩谷登志栄氏

受講生の感想（抜粋〉 4 歪三コア

－実践的な内容で、その揚で課題を見つけ改善できたので、効果的な研修であったと感じだ。

・自分を客観的に見ることがないので、ビデオの利用は大変良かった。すぐに実践できるのが魅

力。

－講義と実践の部分のバランスが良かったと思います。今後の業務に生かしていきたい。

・隙／マにステップアップしていく進め方で、良かった。指導がきめ細かく、良い所、悪い所が良

く分かり改善できた。また、講師先生の人柄ち良く、研修が楽しかった。実践中山という所が大

変良かったです。

参考資料：和歌山県の事例
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